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はじめに 
 

この度は、Ｑｕｉｃｋ ＣＯＤメーター ＨＣ－６０７型をお買い上げいただきまして有り難うございます。 

本測定器は水質汚濁の主要原因物質である有機汚濁物質をＣＯＤ（化学的酸素要求量）として簡便・迅速

に測定できます。測定に必要な試薬はあらかじめ調製され、煩雑な測定操作もなく簡単に取り扱いがで

きます。 

測定器のご使用の前に、本取扱説明書を熟読の上、ご使用いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

ご使用の前に 
 

●本製品をご使用する前に、必ずこの取扱説明書をよく読んで理解した上で、ご使用ください。 

●この取扱説明書は手近な所にいつでも取り出せるように、大切に保管してください。 

●製品本来の使用方法及び取扱説明書で指定した方法を守ってください。また、本製品はＣＯＤ測定以

外の目的には使用しないでください。 

●この取扱説明書の安全に関する指示事項に対しては、指示内容を理解の上、必ず従ってください。 

 

 

取扱説明書について 
 

●取扱説明書の内容は、製品の性能・機能の向上により将来予告なしに変更することがあります。 

●取扱説明書の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止しています。 

●取扱説明書を紛失した時は、当社までお問い合わせください。 

●取扱説明書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れに気づいた

際は、お手数ですが当社までご連絡ください。 

 

 

 

《お問い合わせ先》 

        セントラル科学株式会社                          

  フリーダイヤル ０１２０-１２-１１７６ 
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 １  測定器の概要 
 

本測定器は、排水、湖沼、海域などの有機汚濁の重要な指標として定められているＣＯＤ（化学的酸素要

求量 日本工業規格 ＪＩＳ Ｋ ０１０２：100℃における過マンガン酸カリウムによる酸素消費量に準拠）を迅速

かつ簡便に測定し、試料水のＣＯＤ値を mg/L単位で直読できる測定器です。 

簡易ＣＯＤ計は水質総量規制の対応機種として開発されて以来、永年の豊富な経験とデータをもとにモデ

ルチェンジし、マイクロコンピューターの導入により高い安定性と信頼性、併せて優れた操作性を持った測定

器であります。 

 

 

 ２  測定原理 
 

本測定器は、電量滴定法（Ｃｏｕｌｏｍｅｔｒｉｃ Ｔｉｔｒａｔｉｏｎ）を採用しています。 

ＨＣ－６０７型では、あらかじめ定量過剰に加えた過マンガン酸カリウムと試料水中に存在する有機物を 5分

間加熱反応させた後、残存する過マンガン酸カリウムを電量滴定法により測定します。 

加熱後のサンプルを測定開始すると、試薬Ｂ液中のＦｅ３＋が電解によってＦｅ２＋に還元されます。還元され

たＦｅ２＋は、残存する過マンガン酸カリウムを速やかに消費します。過マンガン酸カリウムがすべて消費され

ると、サンプル中のＦｅ２＋が急速に増えて指示電極によって検出されます。この時までに消費された電解電

気量（電流×時間）から残存する過マンガン酸カリウムが定量され、逆算してＣＯＤ値（mg/L）として表示され

ます。 
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 ３  仕様 
 

測 定 原 理 電量滴定法 

測 定 方 式 酸性法 

終 点 検 出 法 電位差法（２次微分法） 

測 定 レ ン ジ 10、20、40、100、200、400、1000 mg/L  7レンジ 

 ＳＥＴレンジ：0～2000 mg/Lで任意に設定 

測 定 精 度 ±2％ ＦＳ 

最 小 読 み 取 り 0.01 mg/L（0～10レンジにおいて） 

表 示 16桁 2行液晶表示（バックライト付） 

測 定 終 了 電解自動停止とブザー音による報知 

酸 化 終 了 ブザー音による報知（終了 1分前予鈴） 

酸 化 時 間 計 測 デジタルタイマー 0～9分59秒 

エ ラ ー 表 示 １）ブランクオーバー 

 ２）タイムオーバー 

 ３）滴定不可（終点無） 

 ４）ＲＡＭエラー 

 ５）Ｃ－ＭＯＳエラー 

演 算 機 能 １）Ｙ＝ａＸ＋ｂ 換算 

 ２）統計計算 

 ３）自動ゼロ調整 

 ４）正常値範囲の判定 

外 部 出 力 ＲＳ－２３２Ｃ 1ポート標準装備 

 通信仕様   ボーレート ： 9600bps 

  キャラクタ長 ： 8ビット 

  パリティチェック ： なし 

  ステップビット ： 1bit 

電 源 ＡＣ100V  50／60Hz 

消 費 電 力 約 100VA 

寸 法 310W×270D×300H mm 

質 量 約 5kg 
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 ４  構成 
 

梱包されていた製品、部品が以下のとおりであることを確認して下さい。 

 

構 成 名 称 品名・型式  

測 定 器 本体 ＨＣ－６０７型 1台 

 電源コード 1個 

電 極 部 電極ホルダ 1台 

 指示電極  ＰＴＷ－３４１型 1本 

 電解電極  ＴＰＴ－３４１型 1本 

試 薬 試薬Ａ液  100mL 1本 

 試薬Ｂ液  500mL 2本 

付 属 品 プラグアダプタ 1個 

 ビーカーガイド 1個 

 コネクタカバー 1個 

 トールビーカー 100mL 3個 

 セーフティーバンド 1個 

 時計皿  60φ 1枚 

 金剛砂  25g 1袋 

 塩ビ棒 1本 

 耐熱マット 1枚 

 ガラス管入りヒューズ  2A 2個 

   

 ホットプレート ＣＨＰ－１７０ＤＦ 1台 

 ＨＣ－６０７型用プリンタ ＣＴ－Ｓ２５５ 1台 
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 ５  各部の名称と機能 

５－１  本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 操作パネル ：５－２（P.5）参照 

② 電極ホルダ ：指示電極、電解電極を支えます。 

③ 指示電極 ：反応の終点を検出する電極です。 

④ スターラー ：測定中にサンプルを撹拌します。 

⑤ 電解電極 ：電気分解を行う電極です。 

⑥ ビーカーガイド ：測定時にトールビーカーを載せます。 

⑦ 電極ホルダストッパー ：電極の高さを調整するときに使用します。 

⑧ 指示電極用コネクタ ：指示電極を接続します。 

⑨ 電解電極用コネクタ ：電解電極を接続します。 

⑩ スターラー用コネクタ ：スターラーを接続します。 

⑪ 電源スイッチ ：測定器の電源をＯＮ／ＯＦＦします。 

⑫ ＡＣ ＩＮ コネクタ ：電源コードを接続します。 

⑬ 通信コネクタ ：ＲＳ－２３２Ｃ出力ケーブル（25ピン）を接続します。 

⑧ 

⑨ 
⑩ 

⑪ 

⑫ 
⑬ 
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５－２  操作パネル 

 

①  ＯＸＩＤＡＴＩＯＮ  キー ：酸化時間の計測開始・終了を行います。 

②  ＢＬＡＮＫ  キー ：ブランク測定を開始します。 

  再度押すことにより測定が停止します。 

③  ＭＥＡＳＵＲＥ  キー ：サンプル測定を開始します。 

  再度押すことにより測定が停止します。 

④  ＣＥ  キー ：設定を取り消します。 

⑤  ＥＮＴＥＲ  キー ：設定を決定します。 

⑥                  キー ：設定画面を移動します。 

  設定項目を選択します。 

  カーソルを移動させます。 

  数値を変更します。 

⑦  ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キー ：第１パラメータ・第２パラメータを設定します。 

  測定結果を消去します。 

  システムイニシャライズを行います。 

⑧  ＰＲＩＮＴ  キー ：測定結果・統計結果・内部設定を印字します。 

⑨  ＲＡＮＧＥ  キー ：測定レンジを設定します。 

⑩  ＳＡＭＰＬＥ Ｎｏ．  キー ：サンプル番号を設定します。 

⑪ 表示画面 ：16桁 2行液晶表示 
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 ６  装置の準備 
 

６－１ 装置の設置 

本測定器を設置するにあたっては、下記の条件を満たす場所に設置してください。 

 

電源：ＡＣ100V 50／60Hz 

周囲温度：0～50℃ 

周囲湿度：0～90％ 

設置場所：・室内に設置 

          ・水平で振動のない、安定した台の上に置くこと 

          ・ほこり、ごみなどが少ないこと 

          ・強い磁力線を発生する装置がないこと 

         ・ 可燃性、爆発性物質がないこと 

 

 

●この装置は、ホットプレートを使用します。測定器は引火性ガスや可燃性液体のない場所

に設置して下さい。また、装置の周辺に可燃性物質を置かないでください。 

●この測定では、硫酸の加熱操作を行います。ガスが発生しますので、換気のよい場所、も

しくは換気が十分に行われる場所で測定を行ってください。 

 

６－２ 電源の接続 

電源はＡＣ100V 50／60Hz のコンセントに接続してください。電源を接続する前に装置のＰＯＷＥＲスイッチ

がＯＦＦになっていることを確認してください。 

電源コードをＡＣコンセントに接続します。電源接続口が３Ｐ用ＡＣコンセントの場合は、プラグアダプタを取り

外して接続します。この場合は、アース線の接続は不要です。２Ｐ用ＡＣコンセントの場合は、プラグアダプタ

より出ているアース線をコンセントのアース端子に接続します。 

装置へはヒューズ・電源スイッチを経由して通電されます。ヒューズを交換する場合は、電源コードを外してく

ださい。 

 

 

●感電防止のため、装置の接地をして下さい。接地はガス管などの危険な箇所には絶対に

しないでください。 
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６－３ 本体の組み立て 

 

６－３－１  電極ホルダへの電極の取り付け 

 

① 本体正面から見て電極ホルダの左側に、指示電極ＰＴＷ－３４１型

をセットします。 

 

② 本体正面から見て電極ホルダの右側に、電解電極ＴＰＴ－３４１型

をセットします。 

 

＜注＞電極ケーブルは、撹拌子の回転軸に触れないようにしてく

ださい。 

 

 

６－３－２  電極ホルダの本体への取り付け 

 

① 本体右側面の電極ホルダ取付け穴に電極ホルダを差し込んで

ネジを締めます。 

 
 
 
 
 
 

② 電極ユニットの下に付属のトールビーカーを置きます。電極ユニ

ットを下げた時に、いずれの電極もトールビーカーの底に当たら

ない高さにストッパー固定ネジを調整します。 

 

＜注＞電極がビーカーの底についたまま装置を作動させると、軸

を曲げて破損する可能性があります。 

 
 
 

③ 電極およびスターラーのリード線コネクタ端子を本体右側の各コ

ネクタに差し込みます。 

 

④ コネクタ部分にコネクタカバーをかぶせます。 

 
 

 



8 

６－４ プリンタの接続 

 

本体平面の通信コネクタとプリンタをＲＳ－２３２Ｃ出力ケーブルで接続

します。 

 

＜注＞第２パラメータ「通信機の選択」でプリンタが選択されているこ

とを確認して下さい（１２－３－２③（P.36）参照）。 

 

 

 

６－５ 電源の投入 

 

本体の背面にある電源スイッチをＯＮにします。約10秒間初期画面が表示され、その後、現在の測定レンジ

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期画面 測定レンジ画面 



9 

 ７  測定するための準備 
 

ＣＯＤは水の汚れの指標となるものです。正しく測定を行うため、測定を始める前に電極、トールビーカーの

洗浄を行うことをお勧めします。 

 

７－１  電極の準備 

 

新しい電極は金属部分に油膜が付いていることがあります。また、長時間使用していない電極は酸化被膜

が付いている可能性があります。測定前に電極の研磨・洗浄を行ってください。 

 

７－１－１  指示電極の研磨 

                                       

① 指示電極ＰＴＷ－３４１型の金属部分を指にのせて、ブラシにクレ

ンザーをつけて磨きます。 

② 水道水でよく洗い流した後、蒸留水ですすぎます。 

 

７－１－２  電解電極の洗浄 

 

電解電極ＴＷＴ－３４１型の金属渦巻き部分を洗剤を用いブラシで洗浄した後、蒸留水でよくすすいでください。 

 

＜注意＞ 

2 本の渦巻き電極は離れた状態を維持してください。電極が接触した状態では、正しく測定が行われません

のでご注意ください。 
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７－２  ホットプレートの設定 

 

使用前に CHP-170DF ホットプレート取扱説明書を熟読してから、ご使用いただきますようお願い申し上げ

ます。 

 

 
高温注意 使用中もしくは使用後しばらくは表面が熱くなっています。手を触れないでください。 

 

・設定温度＝400℃ 

 

① 本体の左側の電源スイッチを I側に合わせて電源を入れます。 

② 本体の正面のダイアルを時計回りに回し、「400」と表示されるところに合わせます。 

③ 温度を設定すると、数秒間設定温度を表示したのち、現在温度を表示します。 

④ 表示が 400になりましたら、測定可能です。 

   トールビーカーはトッププレートの中央に乗せてください。 

 

加温中は”CAUTION-HOT TOP”が赤く点灯してトッププレートが熱いことを知らせます。 

 

⑤ 電源を切る際は電源スイッチを〇側に合わせます。 

 

７－３  トールビーカーの洗浄 

 

７－３－１  トールビーカーの高度洗浄 

 

トールビーカーを長時間放置すると、空気中の埃などがつき汚れた状態になります。次の手順に従ってビー

カーの高度洗浄を行って下さい。 

                                   

① 乾燥したトールビーカーに次の順序で試薬を加えて混合します。

＜注 a, b＞ 

 

   １．試薬Ｂ液    10mlL                      ＜注 c＞ 

   ２．試薬Ａ液    1mL 

   ３．蒸留水を標線まで加えます。 

② トールビーカーに時計皿をかぶせて、ホットプレートに載せます。 
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③ 沸騰が始まり、トールビーカーの底から泡が絶え間なく発生する

ようになったら、  ＯＸＩＤＡＴＩＯＮ  キーを押します。 

5分間の反応時間がスタートします。 

4 分後に予鈴が鳴り、5 分間の反応時間が経過すると終了のブ

ザー音が鳴ります。 

 

④ 再度  ＯＸＩＤＡＴＩＯＮ  キーを押して、タイマーのブザーを止めま

す。 

⑤ セーフティーバンドを指にはめて、トールビーカーをホットプレー

トから下ろします。 

 

⑥ トールビーカーの溶液を廃棄し、蒸留水でよくすすぎます。 

 

 

＜注意＞ 

ａ．トールビーカーは、ビーカー底を乾燥させてからご使用下さい。突沸の原因となり、大変危険です。 

（７－２－２（P.11）参照） 

ｂ．それぞれの試薬には、専用ピペットを使用して下さい。 

ｃ．試薬Ｂ液には硫酸が含まれていますので、取り扱いには十分注意して下さい。 

 

７－３－２  トールビーカーの上手な乾かし方 

 

付属のトールビーカーは、沸騰の際の突沸を防ぐと同時に安定した反応を得るために、底にスリがあります。

測定が終わる毎にビーカー底を乾かして下さい。 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

① 測定終了後、トールビーカーを蒸留水でよくすすぎ、水をよく切りま

す。キムワイプやティッシュなどでトールビーカーの口を覆い、強く

振って水を切って下さい。こうすることによりまんべんなく水を切る

ことができます。 

 
 
 
 

② トールビーカーの外側を拭き、水滴が付着してない事を確認しま

す。よく水を切ったトールビーカーをホットプレートの上に載せま

す。底が少し乾いてきたら（中心部が白くなってきたら）、ホットプレ

ートから下ろします。 

 

③ 余熱でビーカーの底全体が白くなるまで待ちます。 

白くなりましたら完了です。 
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７－４  試薬および蒸留水 

 

７－４－１  試薬 

 

・試薬Ａ液の品質、採取量のばらつきは、測定値に影響を与えます。試薬に沈殿物が生じている場合には、

新品の試薬と交換してください。 

・試薬Ａ液を採取する器具は、できる限り正確に採取できるものを清浄な状態で使用してください。 

 オートハンドリングピペットを使用する場合、チップは新しいものを使用してください。 

 

７－４－２  蒸留水 

 

・有機物を含まない蒸留水が必要です。イオン交換水、水道水は使用しないでください。 
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 ８  酸性法による測定 
 

８－１ 必要な試薬・器具 

 

１）試薬Ａ液 100mL 

２）試薬Ｂ液 500mL 

３）トールビーカー（高度洗浄を行ったもの。洗浄方法は７－２－１（P.10）参照） 

４）時計皿 

５）セーフティーバンド 

６）1mL、10mL、及び、測定レンジに見合ったサンプル量（0.1～10mL）を採取することができるピペット 

７）蒸留水、洗ビン、廃液用容器、キムワイプ 

 

 

●薬品注意 ： 手や皮膚に付着すると、刺激がある場合があります。付着した場合は直ち

に、多量の水で洗い流してください。万一、眼に入った場合は速やかに多量の水で洗った

後、医師の処置を受けてください。 

 

８－２ 測定手順 

 

○ 試料水のｐＨが極端にアルカリ性の場合は、あらかじめｐＨを中性に調整してください。 

○ 試料水中の塩化物イオンは、測定を妨害します（８－４（P.17）参照）。 

 

 

●本測定では、硫酸を加えてサンプルを加熱します。周囲に可燃性物質がないこと、可燃

性ガスが発生していないこと、換気が十分に行われていることを確認してください。 

 

 

 ① 本体の  ＲＡＮＧＥ  キーを押します。 

△・▽キーを押して、予想されるＣＯＤ濃度の約2倍の測定レンジ

を選択します。 

   画面下段に試料の採水量（mL）が表示されます。 

 

例：ＣＯＤ予想濃度が 50mg/L の場合、測定レンジは 100mg/L を選

択します。 

② 乾燥した専用トールビーカーに次の順序で試薬と試料を正確に

加えて混合します。＜注 a, b＞ 

 

   １．試薬Ｂ液    10mL                      ＜注 c＞ 

   ２．試料        ①で表示された量          ＜注 d＞ 

   ３．試薬Ａ液    1mL                       ＜注 e＞ 

   ４．蒸留水を標線まで加えます。 
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 ③ 専用トールビーカーに時計皿をかぶせて、加温したホットプレー

トに載せます。 

④ 沸騰が始まり、トールビーカーの底から泡が絶え間なく発生する

ようになったら、  ＯＸＩＤＡＴＩＯＮ  キーを押します。 

5 分間の反応時間がスタートします。4 分後に予鈴が鳴り、5 分

間の反応時間が経過すると終了のブザーが鳴ります。 

 

⑤ ＯＸＩＤＡＴＩＯＮ  キーを押して、タイマーのブザー音を止めます。

＜注 f＞ 

 

⑥ セーフティーバンドを使用して、トールビーカーをホットプレートか

ら下ろします。 

 

⑦ 時計皿を取り外します。 

時計皿に付着している水滴をトールビーカーの縁で拭うように外

します。 

⑧ 直ちに蒸留水を標線まで加えます。 

⑨ トールビーカーを電極の下に置き、電極ユニットを降ろします。 

⑩  ＭＥＡＳＵＲＥ  キーを押します。 

   スターラーが回転し、サンプル測定が始まります。 
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⑪ 測定終了のブザーが鳴り、ＣＯＤＭｎ濃度（mg/L）が表示されます。

＜注 g＞ 

   測定値は、第 1パラメータ①で選択した値が表示されます 

（１１－３－１①（P.27）参照）。 

⑫ 電極ユニットを引き上げて、電極部分を蒸留水で洗浄します。 

   電極部分の水滴を拭き取ります。 

 

⑬ 測定液を廃棄し、トールビーカーを蒸留水でよくすすぎ、ビーカー

底を乾かします。 

手順②～⑬の操作を繰り返して、サンプル測定を行います。 

測定終了後はトールビーカーに蒸留水を標線まで入れ、電極を浸し

て保管して下さい（９－２－１（P.19）参照）。＜注 h＞ 

 

＜注意＞ 

ａ．トールビーカーは高度洗浄したものを用い（７－３－１（P.10）参照）、ビーカー底を乾燥させて使用してくだ

さい（７－３－２（P.11）参照））。底が濡れていると加熱時に突沸する恐れがあります。また、ヒーターに載

せる際、ビーカーの外側に水滴が付着していないよう注意してください。ビーカーが破損する恐れがあり

ます。 

ｂ．試薬、サンプルの採取には、それぞれ専用のピペットを使用してください。（サンプルを採取したピペットチ

ップを試薬に使用しないでください） 

ｃ．試薬Ｂ液には硫酸が含まれています。取り扱いには十分注意してください。 

ｄ．試料水に塩化物イオンが含まれる場合、試薬Ｂ液に試料を加えると白濁しますのでよく混合してください。

（塩化物イオンを含有する試料の測定については８－４（P.18）参照）） 

ｅ．試薬Ａ液は、正確に 1mL加えてください。 

ｆ．手順⑥～⑧までは速やかに行ってください。 

ｇ．測定結果に「？」が表示された場合は、測定値が第 1パラメータの「測定結果正常範囲」を外れています。

測定レンジを変えて再度測定することをお勧めします。（１１－３－１（P.29）参照）） 

ｈ．測定終了後は、速やかにホットプレートの電源を切ってください。しばらくは表面が熱くなっていますので注

意してください。 

サンプル測定を

繰り返す 
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８－３ ブランク測定 ～より正確に測定するために～ 

 

本測定器のブランク測定は、① 試薬（Ａ液、Ｂ液）・使用する水・器具（ビーカーや電極）・装置の持つ誤差な

どの総量を測定時に差し引くため。 ② 測定レンジのスパン（測定範囲）を正確に決定するため。の重要な

操作です。サンプル測定を始める前に一度ブランク測定を行うことをお勧めします。特に、次のような場合に

は、以下の手順に従ってブランク測定を行って下さい。 

 

１．装置の購入時 

２．試薬Ａ液、Ｂ液を新しいものに変えたとき 

３．使用する水が変わった時（例：蒸留水から精製水に変えた時など） 

４．使用するトールビーカーが変わった時 

５．低濃度（5mg/L以下）の試料を測定する場合 

６．前回の測定から 1週間以上あく場合 

７．測定値のばらつきが大きいなどの不具合が生じた時（測定器の確認のため）（１２－２（P.32）参照） 

 

 

●本測定では、硫酸を加えてサンプルを加熱します。周囲に可燃性物質がないこと、可燃

性ガスが発生していないこと、換気が十分に行われていることを確認してください。 

                  

 ① 本体の  ＲＡＮＧＥ  キーを押します。△・▽キーを押して、測定レ

ンジを 20mg/Lにセットします。 

② 乾燥した専用トールビーカーに次の順序で試薬を正確に加えて混

合します。＜注 a, b＞ 

 

   １．試薬Ｂ液    10mL                       ＜注 c＞ 

   ２．試薬Ａ液     1mL                       ＜注 d＞ 

   ３．蒸留水を標線まで加えます 

③ 専用トールビーカーに時計皿をかぶせて、加温したホットプレート

に載せます。 
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 ④ 沸騰が始まり、トールビーカーの底から泡が絶え間なく発生するよ

うになったら、  ＯＸＩＤＡＴＩＯＮ  キーを押します。 

5 分間の反応時間がスタートします。4 分後に予鈴が鳴り、5 分間

の反応時間が経過すると終了のブザーが鳴ります。 

 

⑤ 再度  ＯＸＩＤＡＴＩＯＮ  キーを押して、タイマーのブザー音を止め

ます。＜注 e＞ 

 

⑥ セーフティーバンドを使用して、トールビーカーを電熱ヒーターから

下ろします。 

 

⑦ 時計皿を取り外します。この時、付着している水滴をトールビーカ

ーの縁で拭うように外します。 

⑧ 直ちに蒸留水を標線まで加えます。 

⑨ トールビーカーを電極の下に置き、電極ユニットを降ろします。 

⑩  ＢＬＡＮＫ  キーを押します。 

   スターラーが回転し、ブランク測定が始まります。 

⑪ ブランク測定終了のブザーが鳴り、ブランク値が表示されます（画

面上段）。 

   画面下段には、ブランク平均値が表示されます。 
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 ⑫ 電極ユニットを引き上げて、電極部分を蒸留水で洗浄します。 

   電極部分の水滴を拭き取ります。 

 

⑬ 測定液を廃棄し、トールビーカーを蒸留水でよくすすぎ乾かしま

す。 

手順②～⑬の操作を繰り返します。3 回程度ブランク測定を繰り返し、

ばらつきの少ないことを確認します（±1.0mg/L以内）。 

 

ブランク値は 2 回目以降の値を平均して補正されます（ただし、1 回し

か測定しなかった場合は 1 回目、2 回測定した場合は 2 回目の値で

補正されます）。 

次回の測定から自動的にブランク補正が行われます。 

 

＜注意＞ 

ａ．専用トールビーカーは、ビーカー底をよく乾燥させて使用してください（７－３－２（P.11）参照）。底が濡れ

ていると突沸する恐れがあります。また、ホットプレートに載せる際、ビーカーの外側に水滴が付着してい

ないことを確認して下さい。ビーカーが破損する恐れがあります。 

ｂ．試薬の採取には、それぞれ専用ピペットを使用してください。 

ｃ．試薬Ｂ液には硫酸が含まれています。取り扱いには十分注意してください。 

ｄ．試薬Ａ液は、正確に 1mL加えてください。 

ｅ．手順⑥～⑧までは速やかに行ってください。 

 

８－４ 妨害物質 

 

塩化物イオンは正の妨害となります。試薬Ｂ液と混合した時に白濁して沈殿が生じる場合は試料水に塩化

物イオンが含まれています。この沈殿は試薬Ｂ液中の硫酸銀と試料中の塩化物イオンが反応して生じる塩

化銀です。 

表１に試薬Ｂ液でマスキング可能な塩化物イオン濃度を示します。試料にこれを超える塩化物イオンが含ま

れる場合には、あらかじめ試料に硫酸銀を添加して塩化物イオンを除去した後、測定を行って下さい。 

 

表１  マスキング可能な塩化物イオン濃度 

測定レンジ（mg/L） 試料量（mL） マスキング可能な塩化物イオン濃度（mg/L） 

10 20 800 

20 10 1600 

40 5 3200 

100 2 8000 

200 1 16000 

400 0.5 32000 

1000 0.2 80000 

 

ブランク測定を 

繰り返す 
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＜塩化物イオン除去のための前処理手順＞ 

① 試料水を適当量ビーカーにとります。 

② 試料中の塩化物イオンと当量になるまで硫酸銀を攪拌しながら添加します。塩化銀の白色沈殿が生じま

す。 

③ しばらく放置し、塩化銀を沈降させます。その上澄み液を測定に用います。 

 

８－５ 測定後の廃液の取扱い 

 

酸性法での測定廃液には、硫酸が含まれています（強酸性）。測定後の廃液は容器に保管し、法に従って廃

棄して下さい（産業廃棄物処理業者に処理を委託して下さい）。 
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 ９  保管・保守 
 

９－１ 測定器の保管・保守 

 

装置の汚れを取る場合は、柔らかい布などで乾拭きしてください。有機溶剤などは本体表面を痛めますので

絶対に使用しないでください。 

 

９－２ 専用トールビーカーの保管・保守 

 

９－２－１  専用トールビーカーの保管 

 

2～3 日以内に再びＣＯＤ測定を行う場合は、測定終了後トールビーカーは蒸留水で良く洗浄し、蒸留水を入

れて保管してください。このように保管することにより、トールビーカーは高度洗浄された状態を保つことがで

きます。 

次の測定までにそれ以上日数があく場合は、トールビーカーは良く洗浄した後蒸留水ですすぎ、乾燥した状

態でほこりを避けて保管してください。 

 

９－２－２  専用トールビーカーの保守 

 

専用トールビーカーには、沸騰の際の突沸を防ぐと同時に反応の安定を図るために、底に特殊なスリ加工

が施されています。しかし、長期に渡って使用すると、傷のくぼみが塞がれて突沸が起こりやすくなります。

このような場合には、以下の操作を行ってください。 

   

 ① 付属の「金剛砂」と「塩ビ棒」を用意します。 

 

② 塩ビ棒の先端を水で濡らして、小量の金剛砂をつけます。 

③ 塩ビ棒でトールビーカーの底の擦り傷がきれいになるまで、まん

べんなくこすります。 
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 ④ 水道水で良く洗い流した後、蒸留水ですすぎます。 

 

９－３ 電極の保管・保守 

 

９－３－１  電極の保管 

 

１）電極は、毎日測定する場合は蒸留水を入れたビーカーに浸しておいて下さい。１週間以上測定間隔があ

く場合は、乾燥した状態で箱に保管してください。 

２）電極を曲げたり、破損したりしないように注意してください。特に、電解電極の渦巻き部分は平行を保つよ

うにしてください。 

３）スターラーを曲げると回転させた時に偏心して、正常な撹拌ができなくなります。 

 

９－３－２  電極の保守 

 

次のような場合には、指示電極を磨いてください（磨き方は７－１－１（P.9）参照）。 

１）新しい電極を使用する場合 

２）長期間使用しなかった電極を使用する場合 

３）測定時、終点が着ても測定が止まらなくなった時（１２－１（P.31）参照） 

 

９－４ 試薬の保管 

 

１）酸性法で使用する試薬Ａ液は密封して冷暗所に、また試薬Ｂ液は室温にて保管してください。 

２）試薬に不純物が混入すると劣化して、測定値に影響を与えますので注意してください。 

 

９－５ 廃棄 

装置、及び電極類を廃棄する際は、地方自治体の条例に従って処理を行ってください。 
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 １０  データのメモリ 
 

この装置は、最大 99検体まで測定値を記憶します。 

 

１０－１ 測定値の記録 

 

測定値は測定の度に自動で記憶されます。測定値は初期状態では自動的に No.1 から記憶されます。

No.99 まで記憶されると、測定値は No.1 から更新されます。このサンプル番号は任意の設定も可能です

（設定手順は１１－２（P.25）参照）。 

電源をＯＦＦにしても、データは記憶されています。 

 

１０－２ データの呼び出し 

 

 ＰＲＩＮＴ  キーを 3 秒間押すと、画面に測定結果を表示します。△・▽キーによって前後の測定結果に表示

が変わります。 

 

１０－３ データの消去 

 

メモリされている測定値を消去する場合は、１１－３－２⑧（P.29）を参照してください。ただし、特定の番号の

データのみの消去はできません。 

 

１０－４ データの印字 

 

プリンタと接続することにより、測定値およびブランク値が測定終了後自動的に印字されます。その際、第２

パラメータ「通信機の選択」においてプリンタが選択されていることを確認してください（１１－３－２③（P.29）

参照）。 

ＰＣと接続した場合、同様に測定値が送信されます。その際、第２パラメータ「通信機の選択」においてＰＣが

選択されていることを確認してください。 
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１０－４－１  測定結果の印字 

  

 ①  ＰＲＩＮＴ  キーを押します。 

△・▽キーで「測定結果印字画面」を選択し、  ＥＮＴＥＲ  キーを押

します。 

 
 

 ②    ・   キーを押し、印字する測定日を選択します。 

    ＥＮＴＥＲ  キーを押すと印字されます。 

   過去の測定結果がない場合は、「？」が表示されます。 

   Ｎは測定データ数です（ブランクを含む）。 

 

 

【印字例】  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 測定日 

② ブランク値 

③ ブランク平均値 

④ 測定レンジ 

⑤ サンプル番号 

⑥ 測定値（Ｘ） 

   第２パラメータ「測定結果外部出力ファーマットの選択②」でＯＮを選択した場合に印字されます。 

⑦ 換算値（Ｙ）またはクーロン値（Ｃ） 

   第２パラメータ「測定結果外部出力ファーマットの選択②」で選択した値が印字されます。 
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１０－４－２  統計結果の印字 

 

1日の測定値の変動係数、平均値、測定回数を印字できます。 

  

 ①  ＰＲＩＮＴ  キーを押します。 

△・▽キーで「統計計算印字画面」を選択し、  ＥＮＴＥＲ  キーを

押します。 

 

 ②   ・   キーを押し、印字する測定日を選択します。 

    ＥＮＴＥＲ  キーを押すと印字されます。 

   過去の測定結果がない場合は、「？」が表示されます。 

   Ｎは測定データ数です（ブランクは除く）。 

 

 

特定の測定値を統計計算から除く場合 

 

 ①  ＰＲＩＮＴ  キーを3秒間押すと、画面に測定結果が表示されます。

△・▽キーを押し、統計計算から除きたい測定結果を選択します。 

 

②    キーを押します。サンプル番号の横に「＊」が表示され、結果が

無効になります。 

【印字例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 測定日 

② 測定値（Ｘ）（または換算値（Ｙ）・クーロン値（Ｃ）） 

③ 測定値数：ブランクは含まれません。 

④ 平均値 

⑤ 標準偏差 

⑥ 変動係数 

⑦ 計算データ 
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１０－４－３  測定パラメータの印字 

 

各種設定項目を印字できます。 

  

   ＰＲＩＮＴ  キーを押します。 

△・▽キーで「測定パラメータ印字画面」を選択し、  ＥＮＴＥＲ  キーを

押します。 

 
 

【印字例】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 現在のサンプル番号 

② 現在の測定レンジ（mg/L） 

③ 現在の測定レンジにおける試料採水量（mL） 

④ 測定結果表示値：画面に表示される結果（第１パラメータ） 

⑤ 換算係数：Ｙ＝ａＸ＋ｂ ａ、ｂの値（第１パラメータ） 

⑥ 酸化時間（第１パラメータ） 

⑦ 測定結果の正常範囲（第１パラメータ） 

⑧ ブランクオーバー値範囲（第２パラメータ） 

⑨ ブランク補正値 

⑩ 通信機（第２パラメータ） 

⑪ 測定結果外部出力フォーマット１（第２パラメータ） 

⑫ 測定結果外部出力ファーマット２（第２パラメータ） 

⑬ 測定リミット時間（第２パラメータ） 

⑭ 測定単位（第２パラメータ） 

 

各項目の内容、設定方法は「１１  各種設定」を参照して下さい。 
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 １１  各種設定 
 

１１－１ 測定レンジの設定 

 

１１－１－１  測定レンジの設定 

 

初期設定：20mg/L 

  ＲＡＮＧＥ  キーを押すと、画面に現在の測定レンジ（上段）及び試料

の採取量（下段）が表示されます。 

△・▽キーを押し、各レンジ間（10、20、40、100、200、400、1000、 

任意）を移動します。 

 
 

１１－１－２  任意レンジの設定 

 

測定レンジを 10～2000mg/Lの範囲で任意に入力することができます。 

 

初期設定：500mg/L 

 ①  ＲＡＮＧＥ  キーを押し、△・▽キーで「任意レンジ設定画面」しま

す。 

 

②  ＥＮＴＥＲ  キーを押すとカーソルが表示されます。 

      ・   キーでカーソルを移動し、△・▽キーで数値を設定します。 

 

③ 再度 ＲＡＮＧＥ  キーを押します。設定が終了し、試料の採取量が

表示されます。 

 

１１－２ サンプル番号の設定 

 

測定値は測定終了後自動的に記憶されます。その際、測定順に番号がつきますが、任意に設定することも

可能です。 

 

初期設定：1 

 ①  ＳＡＭＰＬＥ Ｎｏ．  キーを押すと、画面に現在のサンプル番号が

表示されます。 

 

②  ＥＮＴＥＲ  キーを押し、カーソルを表示します。 

      ・   キーでカーソルを移動し、△・▽キーで数値を設定します。 

 

③ 再度  ＥＮＴＥＲ  キーを押して設定終了です。 

 

次の測定値から設定したサンプル番号になります。 
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１１－３ 測定パラメータの設定 

＜第１パラメータ＞ 

① 測定結果表示選択 測定終了後画面に表示される結果を選択します P.27 

② 換算係数の設定 
ＪＩＳ法で求めた値への換算式Ｙ＝ａＸ＋ｂのａ、ｂ値を

設定します 
P.27 

③ 酸化時間の設定 酸化のための加熱時間を設定します P.27 

④ 測定結果正常範囲の設定 測定範囲を設定します P.28 

⑤ 日付・時刻の設定 日付・時刻を設定します P.28 

 

＜第２パラメータ＞ 

① ブランクオーバー値範囲の設定 

ブランク値の正常範囲を設定します 

＜注＞酸性法の場合、測定が正しく行われない可能

性がありますので、設定を変更しないで下さ

い 

P.29 

② ブランク補正値の設定 

ブランク補正値を設定します 

＜注＞測定が正しく行われない可能性がありますの

で、設定を変更しないで下さい 

P.29 

③ 通信機の選択 ＲＳ２３２Ｃを用いた通信機を選択します P.29 

④ 
測定結果外部出力フォーマットの

選択１ 

③で選択した通信機への出力フォーマット（測定値Ｘ

の有無）を選択します 
P.29 

⑤ 
測定結果外部出力フォーマットの

選択２ 

③で選択した通信機への出力フォーマット（換算値Ｙ

／クーロン値Ｃ）を選択します 
P.29 

⑥ 測定リミット時間の設定 

測定時間の上限を設定します 

＜注＞測定が正しく行われない可能性がありますの

で、設定を変更しないで下さい 

P.29 

⑦ 測定単位の選択 測定単位（mg/Lまたは ppm）を選択します P.30 

⑧ 測定結果オールクリア 全ての測定値を消去します P.30 

⑨ システムイニシャライズ 
内部設定を初期設定に戻します（測定結果は消去さ

れません） 
P.30 
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１１－３－１  第１パラメータの設定 

 

 ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを押すと「測定結果表示の選択画面」が表示されます。 

△・▽キーを押すと、第１パラメータ①～⑤の各項目間を移動します。 

 

① 測定結果表示の選択 

   測定終了後画面に表示される結果を選択します。実測定値、ＪＩＳ換算値、クーロン値（滴定の際、消費し

た電解電気量）のいずれかを表示することができます。 

   

 初期設定：Ｘ 

 ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを押すと、「測定結果表示の選択画面」が表示

されます。 

   ・    キーで＊を移動させ、表示させる項目を選択します。 

 

Ｘ＝実測定値、Ｙ＝換算値、Ｃ＝クーロン値 

 

② 換算係数の設定 

   本測定器は換算係数を入力することにより、ＪＩＳへの換算値を表示・印字することができます。 

   ＪＩＳ法と本測定器で同一のサンプルを測定し、回帰式Ｙ＝ａＸ＋ｂのａ、ｂの値を求めて下さい。 

 

   初期値：ａ＝1.00  ｂ＝0.00 

 ①  ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを押します。△・▽キーを押して、「換算係

数の設定画面」を選択します。 

 

②  ＥＮＴＥＲ  キーを押し、カーソルを表示します。 

      ・   キーでカーソルを移動し、△・▽キーで数値を設定します。 

 

③ 再度  ＥＮＴＥＲ  キーを押して設定終了です。 

 

設定範囲  ａ＝0.00～99.99 

           ｂ＝－99.99～99.99 

 

③ 酸化時間の設定 

   酸化分解を行うための加熱時間の変更を行います。通常は、5分間の加熱時間で行います。 

 

   初期値：5min00sec 

 ①  ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを押します。△・▽キーを押して、「酸化時

間の設定画面」を選択します。 

 

②  ＥＮＴＥＲ  キーを押し、カーソルを表示します。 

      ・   キーでカーソルを移動し、△・▽キーで数値を設定します。 

 

③ 再度  ＥＮＴＥＲ  キーを押して設定終了です。 

 

設定範囲  0min00～9min59sec 
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④ 測定結果正常範囲の設定 

   設定した範囲を外れる測定結果が得られた場合、測定値に「？」が表示されます。 

 

   初期値 ：20～70％ 

 ①  ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを押します。△・▽キーを押して、「測定結

果正常範囲の設定画面」を選択します。 

 

②  ＥＮＴＥＲ  キーを押し、カーソルを表示します。キーでカーソルを

移動させ、△・▽キーで数値を設定します。 

 

③ 再度  ＥＮＴＥＲ  キーを押して設定終了です。 

 

設定範囲  正常範囲下限値：0～100％ 

           正常範囲上限値：0～100％ 

 

測定結果に「？」を付けない場合は 0～0％または 100～100％に設定

してください。 

 

⑤ 日付・時間の設定 

 ①  ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを押します。△・▽キーを押して、「日付・時

間の設定画面」を選択します。 

 

②  ＥＮＴＥＲ  キーを押し、カーソルを表示します。キーでカーソルを

移動させ、△・▽キーで数値を設定します。 

 

③ 再度  ＥＮＴＥＲ  キーを押して設定終了です。 
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１１－３－２  第２パラメータの設定 

 

 ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを 3秒間押すと「ブランクオーバー値範囲の選択画面」が表示されます。 

△・▽キーを押すと、①～⑨の各項目間を移動します。 

 

＜注意＞ 

① ブランクオーバー値範囲の設定、② ブランク補正値の設定、 ⑥ 測定リミット時間の設定は変更しない

でください。変更した場合、測定が正しく行われない可能性があります。 

 

③ 通信機の選択 

   ＲＳ２３２Ｃを使用することにより、測定値や設定値を送信することができます。 

   通信機はプリンタ、ＰＣ（専用ソフト別売） 

 

   初期設定：プリンタ 

 ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを 3秒間押します。 

△・▽キーを押して、「通信機の選択画面」を選択します。 

   ・    キーで＊を移動させ、表示させる項目を選択します。 

 

ＯＦＦ＝通信機無し、ＰＲＮＴ＝プリンタ、ＨＯＳＴ＝ＰＣ 

 

 

④ 測定結果外部出力フォーマットの選択１ 

   ③で選択した通信機へ測定値Ｘの送信の有無を選択します。 

 

   初期設定：ＯＮ（有り） 

 ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを 3秒間押します。 

△・▽キーを押して、「測定結果外部出力フォーマットの選択１画面」を

選択します。 

   ・    キーで＊を移動させ、ＯＮ（有り）・ＯＦＦ（無し）を選択します。 

 
 

 

⑤ 測定結果外部出力フォーマットの選択２ 

   ③で選択した通信機へ換算値Ｙ・クーロン値Ｃの送信の有無を選択します。 

 

   初期設定：ＯＦＦ（両方無し） 

 ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを 3秒間押します。 

△・▽キーを押して、「測定結果外部出力フォーマットの選択２画

面」を選択します。 

   ・    キーで＊を移動させ、Ｙ（換算値）・Ｃ（クーロン値）・ＯＦＦ

（無し）を選択します。 
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⑦ 測定単位の選択 

 

   初期設定：mg/L 

 ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを 3秒間押します。 

△・▽キーを押して、「測定単位の選択画面」を選択します。 

   ・    キーで＊を移動させ、mg/L・ppmを選択します。 

 
 

 

⑧ 測定結果のオールクリア 

   測定値は 99検体までメモリされます。この操作を行うことにより、記憶されている全ての測定値が消去さ

れます。 

 

 ①  ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを 3秒間押します。 

△・▽キーを押して、「測定結果オールクリアの画面」を選択しま

す。 

   測定値を消去する場合は  ＥＮＴＥＲ  キーを押します。 

   消去しない場合は△・▽キーを押します。 

 

 ② 確認画面が表示されます。 

測定値を消去する場合は  ＥＮＴＥＲ  キーを押します。測定値が

消去され、「システムイニシャライズ」の画面に移動します。 

   消去しない場合は  ＣＥ  キーを押して下さい。測定値の消去が

行われず、「システムイニシャライズ」の画面に移動します。 

 

⑨ システムイニシャライズ 

   この操作を行うことにより内部設定（第１パラメータ、第２パラメータ）の変更内容が消去され、初期設定値

に戻ります。 

  この操作を行う前に設定した項目及び設定値を記録しておくことをお勧めします。 

  

   
 

①  ＰＡＲＡＭＥＴＥＲ  キーを 3秒間押します。 

△・▽キーを押して、「システムイニシャライズの画面」を選択しま

す。 

   イニシャライズを行う場合は ＥＮＴＥＲ  キーを押します。 

   イニシャライズを行わない場合は△・▽キーを押します。 

 

 ② 確認画面が表示されます。 

イニシャライズを行う場合は  ＥＮＴＥＲ  キーを押します。イニシ

ャライズが実行され、「ブランクオーバー値範囲の設定」の画面に

移動します。 

イニシャライズを行わない場合は  ＣＥ  キーを押します。イニシ

ャライズが行われず、「ブランクオーバー値範囲の設定」の画面に

移動します。 
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 １２  トラブルシューティング 
 

 

●本装置は、分解しないでください。 

下記の対策を行っても症状の改善がみられない、もしくは明らかに故障と判断される場合

は、販売店または弊社までご連絡ください。 

 

１２－１ エラーメッセージ 

 

以下のエラー表示があった場合には、対処方法を参考にて対処して下さい。 

表 示 内 容 原因及び対処方法 

ＢＬＡＮＫ  ＯＶＥＲ ブランク測定でフルスケー

ルの±30％を超える測定

値となった 

①試薬Ａ液の劣化（不純物の混入など） 

  →新しい試薬を使用してください 

②測定に水道水、イオン交換水などの有機

物を含む水を使用した場合 

  →蒸留水などの有機物を含まない水を使

用してください 

③使用したガラス器具が汚れている 

  →清浄なガラス器具を使用してください 

④試薬Ａ液の採取量が正しくない 

  →試薬Ａ液を正確に 1mL添加します 

ＴＩＭＥ  ＯＶＥＲ 測定時間が150秒以上にな

ると表示されます 

①指示電極の不調（測定時に溶液の色が

赤から黄に変化した場合） 

  →指示電極の研磨を行ってください 

②電解電極の不調（測定時に溶液の色が

赤のまま変化しない場合） 

  →新しい電解電極に交換してください 

    電解電極の 2本を平行にしてください 

③試薬Ａ液の量が正しくない 

  →試薬Ａ液を正確に 1mL添加します 

ＥＸＣＨＡＮＧＥ   

            ＳＡＭＰＬＥ 

測定範囲オーバー 

5 分間の加熱時間にＡ液が

全て消費されてしまい測定

不可 

①測定レンジが適切でない 

  →試料を希釈する 

または測定レンジを変えて測定を行う 

ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ 

               ＥＲＲＯＲ 

データ送信エラー ①プリンタの場合 

  →ＳＥＬＥＣＴスイッチを押してＳＥＬＥＣＴラ

ンプを点灯させて下さい 

  →プリンタの故障。または、ケーブルの断

線。販売店または弊社までご連絡下さ

い 

②ＰＣの場合 

  →ＲＳ２３２Ｃケーブルの断線。ケーブル

を交換して下さい 

Ｃ  ＭＯＳ  ＥＲＲＯＲ ＲＡＭの異常 販売店または弊社までご連絡下さい 

ＲＡＭ  ＥＲＲＯＲ ＲＡＭの異常 販売店または弊社までご連絡下さい 
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１２－２ 測定器のチェック 

 

本測定器でのブランク測定には、装置や試薬などによる誤差を差し引く・測定範囲を正確に決定するという

意味を持つ大変重要な操作であると同時に、測定値のばらつきが大きいなどの不具合が生じた時に測定器

の確認をすることができます。 

ブランク測定値は、装置・試薬・測定操作が正常であれば、測定レンジ 20ｍｇ/L 時での再現性は±1.0mg/L

になるようになります。これらの値を目安に、装置の日常的なチェックを行ってください。 

 


